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fig.7 携帯電話の利用開始時期
2自分のこづかい
14人
9％
1自分の給料
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25％
4その他 1人 1％
3家族
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65％
fig.9 携帯電話の利用料金の支払い
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fig.8 携帯電話の利用料金
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3．利用における諸問題
（1）PCや携帯電話の使い方についての決まり
PCや携帯電話の利用について家族と約束事を
決めているかという問いについては，回答があっ
た164名のうち，47名（28.7％）が「約束が決まっ
ている」と回答し，117名（71.3％）が「特に約
束はない」と回答した。
「約束が決まっている」と回答したものについ
て具体的にどのような約束かを自由記述でたずね
たところ，「登録していない人からの電話には出
ない」，「緊急時のみに利用する」，「ゲームや情報
閲覧などは（携帯電話ではなく）PCでする」，
「コンテンツ情報量は月1,000円まで」，「仕事中
には持たない」，「電源を必ずオンにしておく」な
どの回答がみられ，そのほとんどは携帯電話の使
用に関するものであった。
（2）PCや携帯電話利用に際してのトラブル
利用上の問題や犯罪に巻き込まれそうになった
ケースについて尋ねたところ，「ワンクリック詐
欺にあい不法請求を受けた（消費者センターに相
談して解決した）」，「（データ定額ではないのに）
一日中携帯電話でインターネットをしていて月に
19万円の請求が来た」，「頻繁に迷惑メールが来
た」などがみられた。また「携帯電話のカメラ機
能でいつでもどのようなものでも撮影してしまう
ためトラブルになった」というケースも報告され
た。これらはいずれも，知的障害者の認識力や社
会的スキルの弱さといった障害特性と関係して生
じる問題であると考えられる。（1）では，PCや
携帯電話の利用に際してのルールがあることが示
されたが，同時にそれを守ることが難しい実態も
示された。
（3）PCや携帯電話を使ってできるようになりた
いこと，知りたいこと
PCや携帯電話を使ってできるようになりたい
こと，知りたいことについてたずねたところ，
「タイピングが早く正確になりたい」，「インター
ネットができるようになりたい」，「エクセルが使
いこなせるようになりたい」といった操作やスキ
ル獲得への希望のほかに，「自分のサイトを作っ
てみたい」，「作文や作詞をしたい」，「小説を書い
たり，キャラクターデザインをパソコンで作成し
てみたい。ゲームなどの製作もしてみたい」といっ
た余暇利用への願望も少数ながらみられた。
（4）PCや携帯電話を使う上で難しいことや困っ
ていること
PCや携帯電話を使う上で難しいことや困って
いることをたずねたところ，「分からない字があ
るので困る」，「説明書を見てもわからない」，「ロー
マ字入力ができないことやブラインドタッチがで
きないこと」，「i-modeをいじるのが難しい」，
「携帯電話でメールを打つのが難しい」といった
操作や情報機器活用に必要なリテラシーの困難さ
についての意見がみられた。一方で少数であるが
「字を書くより簡単」「機械類にはとても強いので
特に困っていない」などPCや携帯電話が彼らの
生活に有効に機能していることをうかがわせるよ
うな意見もみられた。
Ⅳ．ま と め
回答者は主として自宅で家族と生活しており，施
設入所をしているケースはほとんどなく，障害程度
は中・軽度と予想される。したがってPCは5割，
携帯電話は4割の者が利用していることも特段に少
ないとは思われない。しかし利用方法がわかっても，
障害特性ゆえに適切な情報リテラシー修得と利用と
いう面では十分ではなく，様々な課題を抱えている
ことが明らかになった。
知的障害者がPCや携帯電話を用いることでの恩
恵は受けられるべきであり，適切な利用は彼らの
QOL向上にも大切なことである。知的障害者がPC
や携帯電話などの情報機器を正しく利用できるスキ
ルや，得られる情報の取捨選択と活用能力の向上が
求めらているのである。これについては，携帯電話
を持ち始め，PC利用についての授業がある特別支
援学校在籍時からていねいかつ継続的に行われる必
要があるだろう。たとえば，亀井・大城（2006）は
知的障害特別支援学校の高等部生徒7名に対しイ
ンターネット，電子メール，携帯電話などの活用の
仕方を授業の中で系統的にかつていねいに指導した
実践を示している。そしてその成果から，学校在学
時からの指導の重要性を提示している。
ただし，このような指導実践は，いまだ学校在学
時はおろか成人知的障害者を対象としたものもわず
知的障害者の情報機器の活用実態調査
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かにしかなく，今後は，より一層，障害者本人に対
しての，知的障害という特性を踏まえたPCや携帯
電話の利用に関するプログラム開発とその実施効果
についての検討が必要である。
＜附記＞
本報告は，第一筆者である水内豊和が，財団法人
科学技術融合振興財団平成18年度調査研究助成を
受けて行った研究成果の一部である。
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